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Ｒ
Ｅ
Ｆ
第
六
期
中
間
活
動
報
告
会
が
三
月
二
日
（
土
）

に
福
井
県
繊
協
ビ
ル
八
階
の
八
〇
二
号
室
で
開
催
さ
れ

た
。
昨
年
の
第
五
期
総
会
に
て
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た

三
村
氏
に
よ
る
講
演
会
が
、
西
日
本
豪
雨
の
影
響
も
あ
り

中
止
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
今
回
の
中
間
報
告
会
と
の
同

時
開
催
と
し
、
交
流
会
を
含
め
約
二
十
五
名
の
参
加
者
が

集
ま
っ
た
。 

第
一
部
の
講
演
会
で
は
、
酒
井
氏
に
よ
る
挨
拶
で
始
ま

り
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
の
賛
助
会
員
で
も
あ
る
豊
田
都
市
交
通
研
究

所
の
三
村
氏
か
ら
「
超
高
齢
時
代
に
向
け
た
安
全
な
交
通

環
境
づ
く
り
に
向
け
て 

～
先
進
安
全
技
術
の
効
果
か
ら

～
」
と
い
う
題
目
で
講
演
が
行
わ
れ
た
。
免
許
返
納
に
よ

り
外
出
機
会
を
失
っ
た
高
齢
者
の
う
つ
症
状
リ
ス
ク
の

増
加
や
、
自
動
安
全
装
置(A

-D
A

S
)

の
事
故
低
減
効
果
を

示
し
た
デ
ー
タ
等
、
全
国
的
に
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
自

動
車
を
取
り
巻
く
交
通
環
境
に
つ
い
て
興
味
が
尽
き
な

い
内
容
で
あ
っ
た
。 

 

 
 

 

 
 

 

【
分
科
会
報
告
会
】 

 

講
演
会
の
後
に
行
わ
れ
た
、
今
回
の
中
間
報
告
会

で
は
、
全
五
分
科
会
が
報
告
を
行
っ
た
。
活
発
な
質

疑
や
菅
原
氏
に
よ
る
総
評
等
、
普
段
の
分
科
会
活
動

の
み
で
は
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
点
に
つ
い
て
指

摘
が
あ
り
、
夏
の
総
会
に
向
け
て
、
今
後
の
研
究
会

の
活
動
が
さ
ら
に
進
展
す
る
こ
と
が
楽
し
み
で
あ

る
。 

  
小
休
憩
を
は
さ
み
、
小
林
氏
の
司
会
進
行
に
よ
り
、

中
間
活
動
報
告
会
が
行
わ
れ
、
加
藤
哲
男
理
事
長
の

あ
い
さ
つ
の
の
ち
、
各
分
科
会
の
代
表
者
が
発
表
を

し
た
。
発
表
後
は
、
菅
原
氏
に
よ
る
総
評
、
総
務
幹
事

で
あ
る
田
辺
氏
か
ら
会
員
入
退
会
報
告
、
最
後
に
宮

本
副
理
事
長
か
ら
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
四
〇
周
年
記
念
事
業
の

海
外
研
修
の
簡
単
な
案
内
が
あ
り
、
同
氏
の
あ
い
さ

つ
に
よ
っ
て
閉
会
し
た
。 

そ
の
後
会
場
を
移
し
、
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
懇
親
会
は
進
み
、
会
員
相
互

の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
た
。 

 

【
県
境
道
路
分
科
会
】 

 

発
表
者
：
橋
本 

拓
己 

質
問
者
：
玉
村 

美
樹 

 

「
県
境
道
路
の
活
用
方
法
に
関
す
る
研
究
～
公
共
交
通
の
観

点
か
ら
～
県
境
を
越
え
る
バ
ス
路
線
」 

  

県
境
道
路
分
科
会
の
今
期
の
活
動
は
、
県
境
道
路
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
日
常
生
活
の
観
点
か
ら
公
共
交
通
で
あ
る
バ

ス
路
線
に
着
目
し
て
い
る
。
主
要
都
市
間
の
連
絡
を
目
的
と

し
て
い
る
高
速
バ
ス
は
除
外
し
、
県
境
を
越
え
る
一
般
の
路

線
バ
ス
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。 

 

Ｇ
Ｉ
Ｓ
国
土
数
値
情
報
バ
ス
ル
ー
ト
と
よ
ば
れ
る
公
開
デ

ー
タ
を
利
用
し
、
バ
ス
路
線
の
抽
出
を
行
っ
た
が
、
現
時
点

で
使
用
し
て
い
る
デ
ー
タ
が
平
成
二
十
三
年
度
に
作
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
現
状
を
把

握
し
き
れ
て
い
な
い
課
題
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
質

疑
の
中
で
、近
日
デ
ー
タ
が
更
新
さ
れ
る
と
の
情
報
が
あ
り
、

今
後
、
最
新
の
情
報
を
活
用
し
て
い
く
可
能
性
が
で
き
た
。 

 
 

今
回
の
報
告
で
は
現
時
点
で
把
握
で
き
て
い
る
バ
ス
路
線

の
中
で
紹
介
が
あ
っ
た
。
福
井
県
の
嶺
南
地
域
と
京
都
府
、

滋
賀
県
を
連
絡
す
る
路
線
が
あ
り
、
小
浜
駅
と
近
江
今
津
駅

路
線
で
は
一
日
往
復
で
二
十
六
便
、
鉄
道
と
の
連
絡
に
も
考

慮
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
浜
駅
と
東
舞
鶴
駅
と
の
路
線

で
は
平
日
十
往
復
、
土
日
は
八
往
復
と
な
っ
て
お
り
、
平
日

に
お
け
る
朝
夕
の
時
間
が
考
慮
さ
れ
て
お
り
、
京
都
か
ら
福

井
県
へ
の
通
勤
通
学
が
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。 

 

文
献
輪
読
も
前
期
同
様
行
っ
て
お
り
、
参
考
図
書
と
し
て

「
限
界
集
落
の
真
実
」
を
使
用
し
て
い
た
が
、
今
期
よ
り
京

都
大
学
大
学
院
教
授
の
藤
井
聡
著
「
ク
ル
マ
を
捨
て
て
こ
そ

地
方
は
甦
る
」
の
輪
読
を
行
っ
て
い
る
。 

今
期
も
前
期
に
引
き
続
き
現
地
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
っ

た
が
、
道
路
の
選
定
が
難
航
し
実
施
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

今
後
は
、
現
地
調
査
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
県
境
を
越
え
る

バ
ス
路
線
の
利
活
用
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
研
究
を
進

め
て
い
く
。 

第
六
期(

通
算
第
三
十
九
期) 

中
間
活
動
報
告
会
・
講
演
会 

三
村
氏
に
よ
る
講
演
会 

酒
井
理
事
に
よ
る
挨
拶
・

講
演
者
紹
介 

【
県
境
分
科
会
】 

発
表
：
橋
本
氏
（
右
側
） 

質
問
：
玉
村
氏
（
左
側
） 

司
会
の
小
林
氏
（
右
側
） 

加
藤
理
事
長
に
よ
る
挨
拶 



【
地
象
分
科
会
】 

 
 
 
 
 

発
表
者
：
窪
田 

吉
倫 

質
疑
者
：
森 

智
生 

 

「
福
井
の
地
名
か
ら
学
ぶ
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
」 

  

地
象
分
科
会
で
は
、
例
年
に
な
ら
い
分
科
会
メ
ン
バ
ー
の
一
人
の
地
元

で
あ
る
鯖
江
市
を
調
査
対
象
と
し
た
。
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
や
豪
雪
を
は

じ
め
、
今
後
、
高
い
確
率
で
発
生
す
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
自
然
災

害
に
対
し
て
、
防
災
・
減
災
を
考
え
て
い
く
上
で
は
地
形
を
理
解
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
地
形
を
読
み
解
く
に
あ
た
り
、
地
名
は
非
常
に

関
係
が
深
く
、
地
名
に
よ
っ
て
地
域
の
歴
史
、
さ
ら
に
は
将
来
に
お
け
る

災
害
リ
ス
ク
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

今
回
の
現
地
調
査
で
は
、
福
井
鉄
道
の
「
水
落
駅
」
を
ス
タ
ー
ト
地
点

と
し
、「
ま
な
べ
の
館
」
を
経
由
地
と
し
て
い
る
。
水
落
地
区
の
地
形
的
な

特
徴
と
し
て
、
は
じ
め
に
国
土
地
理
院
の
地
形
図
を
紹
介
し
、
三
～
五
メ

ー
ト
ル
程
度
の
き
れ
い
な
段
差
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
地
調
査

報
告
で
は
、
巨
石
を
使
っ
た
石
垣
や
段
差
を
活
用
し
た
民
家
等
も
あ
り
、

上
手
く
段
差
を
利
用
し
て
い
る
例
も
あ
れ
ば
、
こ
れ
が
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
と
も
思
え
る
例
も
み
ら
れ
た
。
「
ま
な
べ
の
館
」
で
は

古
地
図
の
再
現
模
型
や
、
鯖
江
市
内
の
遺
跡
分
布
図
等
貴
重
な
資
料
が
あ

っ
た
。
古
地
図
で
は
現
在
も
区
画
が
変
わ
ら
な
い
場
所
が
あ
り
、
非
常
に

貴
重
な
場
所
で
あ
る
と
思
え
る
。 

 

最
終
報
告
に
む
け
て
、
鯖
江
市
史
な
ど
に
よ
る
市
街
地
の
成
り
立
ち
の

確
認
や
地
形
史
の
確
認
を
行
い
、
地
形
と
町
の
成
り
立
ち
の
関
連
を
意
識

し
な
が
ら
考
察
を
深
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。 

  

【
交
通
分
科
会
】 

 
 
 
 
 
 

発
表
者
：
吉
村 

朋
矩 

質
問
者
：
藤
井 

浩
都 

 

「
歩
行
者
・
自
転
車
を
取
り
巻
く 

環
境
に
関
す
る
研
究(

そ
の
３)

」 

  

平
成
二
十
八
年
に
、
安
全
で
快
適
な
自
転
車
利
用
環
境
創

出
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
自
転
車
活
用

推
進
法
が
平
成
二
十
九
年
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
背
景
の
中
、
交
通
分
科
会
で
は
、
前
期
に
引
き
続
き
自
転

車
や
歩
行
空
間
の
利
用
環
境
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
運
用
方

等
に
関
し
て
、
現
地
調
査
及
び
資
料
・
文
献
調
査
に
よ
っ
て

探
っ
て
い
く
。 

 

今
回
の
報
告
で
は
、
特
に
無
信
号
横
断
に
お
け
る
自
動
車

の
一
時
停
止
率
が
話
題
の
中
心
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
無
信

号
交
差
点
に
お
け
る
歩
行
者
横
断
時
の
自
動
車
の
一
時
停
止

率
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
全
国
平
均
で
す
ら
八
．
六
％
と
低

い
が
、
福
井
県
は
さ
ら
に
低
い
四
．
五
％
と
さ
ら
に
低
い
結

果
と
な
っ
て
い
る
。 

 

分
科
会
で
は
、
福
井
県
の
藤
島
高
校
の
協
力
を
得
て
、
通

学
時
間
帯
の
一
時
間
に
お
け
る
、
交
差
点
の
一
時
停
止
状
況

を
、
ビ
デ
オ
観
測
に
よ
る
調
査
で
実
施
し
て
い
る
。
調
査
時

に
お
い
て
通
過
し
た
全
自
動
車
数
の
う
ち
、
歩
行
者
等
の
横

断
時
の
車
両
が
一
七
六
台
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
一
時
停
止
を

し
た
車
両
数
は
二
二
台
と
一
割
弱
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
結
果
に
比
べ
て
高
い
割
合
で
は
あ
る
が

歩
行
者
が
安
全
に
歩
け
る
環
境
と
は
い
え
ず
、
自
動
車
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
道
路
交
通
法
の
理
解
向
上
等
の
対
策
が
必
要
で

あ
る
と
指
摘
し
た
。 

 

今
後
に
む
け
て
、
引
き
続
き
文
献
輪
読
を
す
す
め
、
歩
行

者
・
自
転
車
環
境
創
出
に
関
す
る
知
識
向
上
に
努
め
る
。
ま

た
、
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
周
辺
に
お
け
る
自
転
車
駐
輪
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
の
調
査
も
行
っ
て
お
り
、
現
在
整
理
中
と
の
こ

と
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
も
含
め
た
発
表
が
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

【
水
分
科
会
】 

 
 
 
 
 

発
表
者
：
嶋
田 

良
和 

質
疑
者
：
西
谷 

光
史 

 

「
丹
南
地
域
の
豊
か
な
湧
き
水
」 

 
 

 

福
井
県
内
に
お
い
て
は
、
奥
越
地
域
の
印
象
が
強
い
湧

き
水
で
あ
る
が
、
環
境
省
の
ま
と
め
に
よ
る
と
越
前
市
に

は
大
野
・
勝
山
市
と
ほ
ぼ
同
数
の
湧
き
水
が
存
在
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
越
前
市
を
中
心
と
し
た
丹
南
地
域
に
焦
点

を
あ
て
、
そ
の
地
域
の
湧
き
水
の
歴
史
と
今
の
調
査
を
行

っ
て
い
る
。
ア
ク
セ
ス
の
容
易
性
や
地
域
の
偏
り
を
勘
案

し
つ
つ
左
記
示
す
七
箇
所
を
選
定
し
て
い
る
。 

①
：
石
神
の
湧
水
（
越
前
市
大
虫
町
） 

②
：
解
雷
ヶ
清
水
（
越
前
市
千
合
谷
町
） 

③
：
お
清
水
不
動
尊
の
水
（
越
前
市
吾
妻
町
） 

④
：
皇
子
が
池
の
水
（
越
前
市
粟
田
部
町
） 

⑤
：
瓜
割
清
水
（
越
前
市
赤
谷
町
） 

⑥
：
治
佐
川
井
戸
（
越
前
市
上
真
柄
町
） 

⑦
：
鶯
清
水
（
南
越
前
町
西
大
道
） 

 

こ
れ
ら
の
湧
き
水
調
査
の
中
で
、
各
箇
所
の
歴
史
と
現

在
に
至
る
ま
で
地
域
住
民
に
大
切
に
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
、
さ
ら
に
湧
き
水
は
地
域
住
民
の
生
活
や
文
化
、
生
態

系
と
も
深
い
関
わ
り
を
持
つ
重
要
な
資
源
で
あ
る
こ
と
を

確
認
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
水
資
源
を
後
世
に
残
し
て
い

く
た
め
に
県
内
外
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
保
全
・
復
活
活

動
に
着
目
し
、
今
後
調
査
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。 

 

【
交
通
分
科
会
】 

発
表
：
吉
村
氏
（
右
側
） 

質
問
：
藤
井
氏
（
左
側
） 

【
地
象
分
科
会
】 

発
表
：
窪
田
氏
（
右
側
） 

質
問
：
森
氏
（
左
側
） 

【
水
分
科
会
】 

発
表
：
嶋
田
氏
（
右
側
） 

質
問
：
西
谷
氏
（
左
側
） 

【
交
通
安
全
分
科
会
】 

発
表
：
三
村
氏
（
右
側
） 

質
問
：
梅
田
氏
（
左
側
） 



【
交
通
安
全
分
科
会
】 

 
 
 
 

発
表
者
：
三
村
泰
広 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質
疑
者
：
梅
田 

祐
一 

 

「
自
動
運
転
社
会
に
向
け
た
課
題 

 
 
 
 
 
 

―
実
証
実
験
試
料
の
分
析
を
通
じ
て
―
」 

  

昨
年
度
か
ら
、
国
内
の
自
動
運
転
社
会
を
展
望
し
、
自
動
運
転
技
術

の
現
状
や
各
省
庁
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
で
は
、
主
と
し
て
実
証
実
験
結
果
報
告
の
状
況
を
把
握
し
、
道

路
交
通
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
課
題
等
を
検
討
し
て
い
く
。 

 

官
民
を
挙
げ
た
実
証
実
験
が
各
地
で
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で

も
、
国
土
交
通
省
、
経
産
省
が
推
進
す
る
「
道
の
駅
等
を
拠
点
と
し
た

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
」
、
「
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
自
動
運
転
」
、
そ
し
て
自
治

体
、
民
間
ま
た
は
大
学
が
取
り
組
む
主
な
実
験
に
つ
い
て
、
実
証
実
験

資
料
の
分
析
を
通
じ
て
現
段
階
の
成
果
を
報
告
し
た
。 

 

一
つ
目
の
「
道
の
駅
を
拠
点
と
し
た
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
」
で
は
富

山
県
の
道
の
駅
「
た
い
ら
」
や
道
の
駅
「
南
ア
ル
プ
ス
む
ら
長
谷
」
な

ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
走
行
空
間
の
課
題
で
は
、
低
速
で
走
行
す
る
た
め
、

後
続
車
の
追
い
越
し
や
、
交
差
点
等
で
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
操
作
の
介
入
等

が
あ
る
。
ま
た
、
施
設
が
多
い
エ
リ
ア
で
の
路
上
駐
車
を
避
け
る
た
め

に
、
地
域
住
民
の
協
力
等
も
重
要
な
課
題
と
し
て
い
る
。 

 

二
つ
目
の
、「
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
自
動
運
転
」
は
、
基
幹
交
通
シ
ス
テ
ム

と
自
宅
や
目
的
地
と
の
間
、
地
域
内
と
い
っ
た
短
中
距
離
を
補
完
す
る

自
動
走
行
の
一
種
で
、
導
入
・
活
用
の
期
待
が
高
い
。
過
疎
地
モ
デ
ル

と
し
て
永
平
寺
で
の
実
証
実
験
も
こ
れ
に
含
ま
れ
て
お
り
、
遠
隔
型
自

動
運
転
の
基
準
緩
和
認
定
と
道
路
使
用
許
可
を
国
内
で
初
め
て
取
得

し
、
世
界
初
の
実
証
と
の
こ
と
で
、
福
井
県
人
と
し
て
は
誇
ら
し
い
気

分
で
あ
る
。 

 

三
つ
目
の
、
自
治
体
、
民
間
、
大
学
の
取
り
組
み
は
、
自
動
運
転
に

よ
る
タ
ク
シ
ー
の
行
動
で
の
利
用
者
を
の
せ
た
営
業
走
行
に
関
し
て

は
世
界
初
の
試
み
で
あ
り
、
都
内
に
お
け
る
人
手
不
足
や
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
の
事
故
リ
ス
ク
の
低
減
等
期
待
で
き
る
。
都
内
で
も
深
刻
だ
が
、

地
方
で
も
こ
の
現
状
は
否
め
ず
、
こ
れ
ら
大
都
市
の
取
り
組
み
を
ど
う

地
方
に
落
と
し
込
む
か
も
、
今
後
の
課
題
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 

今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
事
業
や
国
家
戦
略
特
区
事
業
に
お

け
る
自
動
運
転
実
証
実
験
の
結
果
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。 

 
 

【
市
民
活
動
パ
ネ
ル
展
へ
の
出
展
】 

昨
年
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
十
二
月
十
二
日
に
か
け
て
、

「
み
ん
な
の
活
動
パ
ネ
ル
展
２
０
１
８
」
に
出
展
さ
れ
た
。 

 
 

展
示
日
時
・
場
所
の
詳
細
は
左
記
の
通
り
。 

・
十
一
月
二
十
二
日
～
二
十
八
日 

ハ
ピ
リ
ン
二
階
「
し
あ
わ
せ
広
場
」 

・
十
一
月
二
十
九
日
～
十
二
月
十
二
日 

総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
交
流
広
場 

        

【
第
六
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｆ
談
話
会
】 

 

昨
年
十
月
二
十
日
～
二
十
一
日
の
日
程
で
実
施
さ
れ

た
、
国
内
研
修
の
報
告
会
が
一
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
。

Ｒ
Ｅ
Ｆ
と
し
て
の
国
内
研
修
は
五
年
ぶ
り
で
あ
り
、
静
岡

市
・
三
島
市
の
都
市
開
発
、
遺
跡
発
掘
、
湧
水
流
域
環
境

等
の
現
地
調
査
を
行
い
、
研
修
参
加
者
に
よ
っ
て
説
明
が

さ
れ
た
。 

 

な
お
、
当
日
配
布
さ
れ
た
調
査
報
告
書
の
フ
ァ
イ
ル
は

Ｒ
Ｅ
Ｆ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
本
年

の
七
月
に
発
行
さ
れ
る
機
関
誌
に
も
掲
載
す
る
予
定
で
あ

る
。 

 

【
創
立
四
〇
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
‐
海
外
研
修
‐
】 

 

中
間
報
告
会
の
閉
会
の
挨
拶
に
お
い
て
、
宮
本
副
理
事
長

よ
り
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
の
創
立
四
〇
周
年
記
念
と
し
て
、
海
外
研
修

の
案
内
が
さ
れ
た
。
昨
年
の
総
会
に
お
い
て
海
外
研
修
先
候

補
と
し
て
欧
州
の
提
案
が
あ
り
、
現
在
は
イ
ギ
リ
ス
へ
の
研

修
を
予
定
し
て
お
り
、
現
地
の
都
市
計
画
や
交
通
ま
ち
づ
く

り
等
を
中
心
に
視
察
す
る
。
時
期
は
九
月
～
十
月
を
予
定
し

て
お
り
、
確
定
次
第
案
内
さ
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
多
く
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

【
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
】 

会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
年
会
費 正

会
員 

 

： 

１
２
，
０
０
０
円 

賛
助
会
員 

： 
 

３
，
０
０
０
円 

 

■
会
費
納
入
先 

 
 

 
 

《
振
込
み
の
場
合
》 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

振
替
口
座 

７
３
０
‐
３
‐
２
０
３
９
６ 

 

 

福
井
地
域
環
境
研
究
会 

 

※
機
関
紙
巻
末
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

《
直
接
支
払
う
場
合
》 

 

総
会
、
中
間
報
告
会
、
談
話
会
等
開
催
時
、
ま
た
は
、
左
記
、

財
務
幹
事
ま
で
直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

 

【
財
務
幹
事
】 

〒
９
１
０−

８
５
８
０ 

福
井
県
福
井
市
大
手
３
丁
目
１
７−

１ 

福
井
県
土
木
部
河
川
課 

清
水 

健 

T
E
L
 
 

０
７
７
６
‐
２
０
‐
０
４
８
１(

内
線
３
３
９
３)

 

 
M
a
i
l
 

 
t-

s
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m
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u
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3
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f
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《
入
会
》 

正
会
員 

 

な
し 

賛
助
会
員 

竹
内 

伝
史 

 
 
 
 
 

 

《
退
会
》 

正
会
員 

 

安
本 

倫
章 

賛
助
会
員 

佐
々
木 

宏 

 
 
 
 
 

塚
本 

勝
典 

石
橋 

孝
則(

学
生
会
員) 

 
 
 
 
 

 

平
成
三
十
一
年
三
月
二
日
時
点 

 H30.3 備 考 

正会員 71 入会＋1 

賛助会員へ移行－1 

逝去－１ 

賛助会員 38 入会＋1 

正会員から移行＋1 

計 109  

☆
入
退
会
の
お
し
ら
せ
☆
（
敬
称
略
） 

 

出典したパネル 

 H31.3 備 考 

正会員 ７１ 退会－1 

助会員 ３３ 入会＋１ 

退会－３ 

 

計 １０４  

 


